
自動運転サービスの運行管理システム （道の駅「かみこあに」を拠点とした実証実験）

〇道の駅「かみこあに」内に運行管理センターを設置、車両からのリアルタイム情報をもとに運行状況をモニタリング

〇利用者の申し込みに応じて運行するデマンド運行方式。利用者は、スマホや電話等を通じて乗車を申し込み、運行

管理センターが利用者に乗車時刻を連絡。集荷・ 配送時も同様の方法で運行（運搬用の牽引車の活用）
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に介入） ※電話でも申し込み可
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道の駅「かみこあに」



【実験車両】

○ヤマハ製（6人乗り）

２台使用

【自動運転区間の構造】

○電磁誘導線を敷設、

実験車両を誘導

自動運転の走行ルート

：一般車両との混在区間

：自動運転車専用の区間

：停留場
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平成３０年度 実証実験ルート （道の駅「芦北でこぽん」を拠点とした実証実験）
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○ 高齢者等を道の駅「芦北でこぽん」や病院等へ送迎し、高齢者の日常的な生活の足を支援

○ 道の駅「芦北でこぽん」への農作物の輸送を行い、高齢農家を支援
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送迎

農産物の輸送

関係企業等からの
協力金

補助金等

想定される収入
（将来）

運賃収入

輸送料金

地域外の道の駅の
産品購入者

道の駅
芦北でこぽん

高齢者等
（佐敷、花岡西、
芦北地区への
通院・ 買い物

等）

地域住民 地域の施設
※現時点で想定されるモデル（案）であり、決定調整しているものではない。

配送

配送（物流事業者と連携）

運営
主体

自動運転サービスの将来のビジネスモデル（案） （道の駅「芦北でこぽん」）



○ 佐敷宿交流館内に運行管理センターを設置、車両からのリアルタイム情報をもとに運行状況をモニタリング。
○利用者の申し込みに応じて運行するデマンド運行方式。利用者は、スマホや電話等を通じて乗車を申し込み、運行
管理センターが利用者に乗車時刻を連絡。

〇集荷時も同様の方法で運行（運搬用の牽引車の活用）。

運行管理センター
（佐敷宿交流館内を想定）

乗務員
・ 地元ボランティア（有償）等
・ ハ ン ド ル 等は操
作せず、運行を監視（
緊急時は 運転操作に
介入）

オペレーター
（地元ボランティア等）

モニタリング

乗車申し込み（前日１７時まで）

乗車時刻の連絡

運行時間の連絡

リアルタイム情報

・車内映像
・ＧＰＳによる
位置情報

乗車・支払い

車内モニタリング

走行位置：佐敷駅

車両位置確認
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スマートホン、タブレット、
ＰＣ等

※電話でも申し込み可

農作物等の運搬用牽引車

自動運転サービスの運行管理システム （道の駅「芦北でこぽん」を拠点とした実証実験）




